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4. A高文の訂正 貨統審査の結朱，原稿の背I疋を求められた場合は， 40日以内に，訂正された以郁に訂正点を
明示した手紙をつけて.前記1".)，泌総科紀挺刊行会似て送付すること，なお，EdilOlのj'f任において一部字句
の訂正をすることがある，

5 採択論文 I 愉文が採択された場合，JJ;(秘を3.5インチフロッピーディスヲ ・MOディスク 田CD.R'CD.RW 

のいずれかに保存し，編集部へ送付する デイ旦夕には輪文受付帯号 ・ 紙VJi務者名 ・ 機~i[(~同 ・ ソフ ト ウエアと

そのパージョンを明記する Windowsの場合はルIS.Word.一太郎，またかlacintoshの場合は EG.Word'

恥MS
6. 校正 .校正はE暫百名者-によるt釘11任王封4校立正とする e 司僻可: ;r，.桜数の4幼品合は校I[j'武tイ任千申ポ粁~.をJ投占稿11附l時事刺J抑IJ ~定Eする.

7. 縄戦 。愉文のjt\~は採用 Jllii を J瓜JIIJ とする.迅速拘1止を希践すると きは投稿11寺にその旨 iJ'l し 1 1-\ ること。

(1)悩峨料は 11Tにつき利文は5，775円(挽込)，1s.:文は6，B251T) (税込)，飽過買は 11立につき7，350円(税

込)， :q:nの製版代， 山版， トレース代， 別JIIi，送料などは別に実質を1')'1し'晃ける.
(2) iß :i~H~械には込巡掲載料を製する .5IT以内は3 1 ， 500 ft'l (税込)， 6:IT以上は lJ'J4iJiに10，5001"''1 (税込)
を加gtした甜Iを申し受ける.
(3) 海~)の矧J巣，測定紋孫のJ戊紙1.治I~機械の使用などにl到する治験愉文および学会抄録については， j!;J級料

を別途に巾し受ける

B. 別冊 :~~負担とし.務者校正H干に古1\数を指定する.

Informalion for Authors Subl11itting Papers in English 

1. Manuscripts， tables and figlll'CS mllSl bc submitted in three copics. Mal1uscriplS should be lyped 
d'ou blc-spa印dwith wide mal'gins 008，5 by 11 inch papcI'. Thc lexl ofall I'cglllal' manuscrip阻 sholllcl

I10t cxcccd 12 typewrittcn pages， a.od that of a回 sereport 6 pages白 Thcabsll'acl shollld nOl excccd 
250 worcls and should conta.in 110 abbl'evialiol1s， 

2. Thc r"'Sl page should contain the title， full names ancl alTiliations ofthe alllhol'S， kcy wOl'cls (no morc 
than 5 wordsl， and a I'unning title consistil1g of the r，I'St authol' ancl two words. 
c，g.: Yamacla， cl al.: Prostatic canccr' PSAP 
3. The lisl of同fCI'CI1CCSshoulcl il1clllde ol1ly those publications which are cited il1 lhe text. Refel'ences 

shollld nol cxcccd 30 rcadily availablc cilaliol1s. Refcrcl1ce sholllcl be il1 the fOl'm of sllpel'scripl 

l1umerals ancl should not bc arrangcd alphabclically 
4. TI河 川 le，lhe names and alTiliations of thc aUlhors， lhc director's nall1e， al1c1 an abstract should be 
provided in Japanese目
5. For ful'ther details， refer LO a rCCCnL journa 

編集後記

前.!，}に引き縦き凶立大学の法人化に附するniTjlli1である.各大学は文部科学学?に中川回以を悦11¥して.その迷成
l立によって間制liを受け，さらにその作l'刊liを器削にして補助金の削減が決定されると聞いている.J;(事1¥大学は伝統

的に学生の飲'fI・m将に閲しては放任主義であるが，これが外部作F側にさらされると「不先分Jr j!Ifj~(-任」とい
うことになる. しかし，このような中からノーベJレ口受:u:者が生まれてくるのは何故だろうか

先日，ある};(大名誉教授のおもしろい附i闘を聞いた rアホ」と「カシコ」の*11互依存という附である.附に

よると.ノーベル貨を取るような研究は長〈日の当たらない仕l)lから生まれることが多く.研究者はまわりから

「アホJ と思われていることが少なくないという 裂するにノーベJレ持受賞者は般相jから 「プJシコJではなく

「アホ」のなれの保てかもしれないというのである また.彼の理論によると，管理II数行で「アホJ を減らせば，

~休の分散は減らせるが， それによって「カシコJ も減ってしまうという相互依存の|制係にあるという.

Jj(端1¥は学生のmである.市街を歩けば，:tL夜中でも大騒ぎをしている「アホJの:!I!聞に似合う. しかし，私は
このパワーが好きである 「アホ」と f'j)シコJが共存し，また「アホ」のなれの糸ての「先概のカシコ」拍泊二

まれる伝統は京者1¥の術に般ってほしい

(小}11 修)
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